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★調査研究の主旨★ 

 

 JARI ITS 研究部では、ダイナミックに変化する ITS 産業の現状を把握し、今後の発展に向け

ての課題を抽出するため、1998 年度より「ITS 産業動向調査研究会（研究会長：加藤 摩周 ソ

シエテ･ジェネラル･アセット･マネジメント アソシエイトディレクター）」を設置し継続調査を

実施。その調査結果をより多くの方々に知っていただくため広く一般にも頒布している。 

 本年度は、ETC や DSRC など、既に開発・実用化されているインフラや技術に加えて、自動

車を取り巻く電動化（EV・HEV）や電子化、EV 普及に向けた実証実験の動向など、新しい ITS

の芽となりそうな分野を加えて網羅的な調査を実施した。今後、安全や利便性、環境への貢献な

どのニーズに応え、新たなシーズを掘り起こすため、その現状を把握し、今後の発展や異業種と

の連携を展望するための資料として、ITS 関係者のみならず、新規に参入しようとしている企業

にとってもご活用いただける内容となっている。 

★2010 年版報告書の特長★ 

・海外輸出部分を除いたカーナビの純粋な国内需要などの独自調査・予測！！ 

 カーナビゲーションの国内出荷台数の予測にあたっては、海外輸出向け推定台数を除外した JARI
独自の純粋な国内市場についての予測を継続実施。また、欧米のカーナビ・PND（簡易型カーナビ）
の市場についての予測と併せて、昨年度に引き続き国内出荷台数の予測を行っている。 

 

・ITS の市場規模予測のベースとして、自動車そのものの市場規模を独自予測！！ 

 ITS 市場をみていくための大きな要因となる世界の景気や自動車そのものの動向を調査するととも
に研究会独自の自動車の国内需要・予測を行った。 

 

・自動車の電動化・異分野との連携など、ITS の新しいサービス展開について調査！！  

 ITS をめぐる新しい動きとして、EV 普及に向けた ITS との連携や実証実験、新しいクルマの
利用方法として拡大するカーシェアリングなどについて、各方面のキーパーソンにインタビュ
ーを実施し、その結果得られた情報や課題について紹介。 

 

・ITS をめぐる海外や国内の最新動向をわかりやすく解説！！  

 ITS 研究部メンバによる国内や海外の ITS 関連情報を紹介。車車間や路車間通信を利用した協
調システムやプローブなどの技術動向、エネルギーや地球化温暖化防止に向けた ITS の活動、
欧州で活発に進められている自動車の電子化や機能安全の取り組みなどについてわかりやす
く解説。 

 

 お問い合わせは     財団法人 日本自動車研究所 ITS 研究部 企画・研究グループ 国弘まで

 〒105－0012 東京都港区芝大門 1 丁目 1 番 30 号（日本自動車会館 12 階） 

TEL  03（5733）7924   FAX  03（5473）0655 

・各方面でご活用いただいている「ITS 産業動向に関する調査研究報告書」の 2010 年版

・ITS 全般を幅広く調査 

・アナリストとエンジニアによる共同分析 

・付録として、過去１年間分の ITS 月次レポート、価格据え置き 
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To：JARI 国弘行き（FAX:03－5473－0655）             平成  年  月  日   

購 入 申 込 み 書 

「ITS 産業動向に関する調査研究報告書 2010」を   部（税込み合計    円） 

注文します。（頒布価格：一般 10,000 円、JARI 賛助員 5,000 円） 

〒   ――           ご住所                                

 御社名・団体名                                       

 御所属名                                          

 御担当者名                    TEL:                   

 メールでの情報配信をご希望の方はメールアドレスをご記入下さい。 

 メールアドレス：                                 

 

／一般・賛助員（○で囲んで下さい）

郵送または FAX にてお申し込み下さい。 
本申込書は、JARI ホームページ（www.jari.or.jp）にも掲載しています。 
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